
本校の教育目標「ひっと」 
 

ひらく～自ら学びを切り拓く～ 

つながる～知恵と力を合わせる～ 

ととのえる～自立の力を高める～ 

２０２０年３月制定 

 当たり前のことこそ、ねばり強く続けましょう！ 
～夏休みも本校の重点教育目標は変わりません～ 

                                     校長 青山 天生 
 

 新型コロナウイルス感染症の感染防止対策に、多くの皆様のご協力をいただきなが

ら１学期終業式を迎えました。心からお礼を申し上げます。 

 さて、明日からはチャイムのない２６日間の夏休みになります。感染症予防を大前提に生活

リズムを大切にして、心身ともに成長できる夏休みとなることを願っています。 

 よりよく成長するためには、具体的な目標設定と、やり遂げようとする強い意志をもつこと

が大切だと言われます。 

 本校では、「あゆみ（通知表）」を前期（9月）と後期（3 月）に配付しますが、本日は１学期

に各教科で取り組んだ単元テストの到達度が分かるシートを配付しております。身に付いてい

ない内容を明らかにし、何を目指し・何を・どのようにという具体的な取組を進めてほしいと

期待しています。 

 保護者の皆様には、お子様が自らタイムマネジメントをして、学びを切り拓くよう支えてい

ただきたいと思います。アプローチの方法は発達の段階や一人一人の状況、タイミングに応じ

て異なります。叱咤激励をしたり、「どうしたいの？何か手伝えることある？」と一緒に考え

たり、時には少し距離を置いて待つことも効果的かも知れません。試行錯誤の中で共に成長で

きるとしたら、家族で過ごす時間が増える夏休みは、素敵な時間となります。 
  

 教育目標の「ひっと」にちなみ、著名な野球人の金言を紹介します。目新しいものはありま

せんが、サポートの際、少しでもお役に立てば幸いです。 

【６年生算数の例】 

 

＜弱 点＞「分数のわり算」－私の到達度５０／１００  

＜目 標＞夏休み中に到達度１００!（同じテストの解き直し、問題集の別問題で力だめし）  

＜取組１＞教科書3６８「たしかめよう」に挑戦！できない問題を明確にして、ページ右に 

     書いてある習ったページに戻って整理する 

＜取組２＞教科書3６９「つないでいこう」で計算の仕方を考える 

■野村克也■ 
 「老若男女を問わず、1日に与えられる時間は24時間である。天が与えてくれる時間は同じ

だ。それでも、人それぞれで結果や成果は変わってくる。この点にこそ、勝負の最も大事な

ところが隠されている。時間をいかに使っていくか。どのように効率よく課題に立ち向かっ

ていくか。どのような努力が可能なのか。結果にこだわり、時間の使い方を常に意識した生

活を送っていきたいものだ。時間は平等に与えられるが、結果は平等ではない。」 

 

8月16日まで夏休み  

 

１７日 始業式 

１９日 2計測 5年 

２０日 2計測 6年 

    クラブ活動 

２４日 2計測 2年 

    ALT 

２６日 2計測 3年 

２７日 2計測 1年 

３０日 ２計測 ４年 

 

 

＊なお、新型コロナ感染症の

感染状況によって、変更する

ことがあります。 

 ７月１日～２日の２日間、１学

期最後の授業参観・学級懇談会

が行われました。 

 たくさんの保護者の方に子ど

もたちの頑張りを見ていただき

ました。 

  

 また、そのあと実施した学

級懇談では、 

「子どもたちの頑張り」 

「夏休みの生活のこと」 

「２学期に向けて」等につい

て交流され、有意義な時間と

なりました。 

 これからも保護者の皆さんと協力しあい、子どもたち

の成長のためにがんばっていきます！ 

■松坂大輔■                   
 「目標がその日その日を支配する」    

■イチロー■ 
 「僕は高校生活の3年間、1日にたった10分ですが、寝る前に必ず素振りをしました。

その10分の素振りを1年365日、3年間続けました。これが誰よりもやった練習です。何か

成し遂げたいことがなければ、そのモチベーションは長くは続かないからです。自分が

達成したいこと、成し遂げたいことが明確にあるからこそ、日々の地道なアクションが

継続できるのです。」 

■大谷翔平■ 
 「僕の場合は、少し高めに目標設定をしてきたことが良かったのだと思います。（＊

中略）僕に楽しみがない？って、そんなことはありませんよ。僕だって、普通にマンガ

読んでいる時とか、楽しいなって思っていますよ。」 

学校ブログ 


